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A・G・ ブランクのラテンアメリカ研究
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'/C:jfL t三牛 ij長，tmほと住民途上諸Iii!との関係の鋭1：川、
、.＇（：目白グ＇ i•信 1・今、，；・1r'1JんJ ,Jj~j；をど（、 令！？、ー［（山＇ ,-: -,- ,-• ；子シ fメリ U史，1,11HPi1N.をすずめごヤるのが特ll'Xて

dリり，，，11;_;:,'if；汁n~~ti＇，男！？の l'J ト；；，， .J そその~し{,:(1'j ti助隊 ふふが，どt,,-,h、といえば1::1題提起的なIN主が強レ。に
としごl、.＇：..い主二，lJ勺 Pレ－－－／＇て、〈 υJJ'i:,':fl:~> l おれ もん・か;f；人 F，きわめて数多くの会長な文献資料によふ

υ｝i[｝：；命lt'.J特徴；－，1:t括的lこL、えit、恰I.I'：；全u苦肉キ；；L ii・ 5; Tがあることふノ：ヲンの発展fill，，命・歴史在Q，お上
九fti:W－」 (ti会主義ぷi五iJモi:,i'i 2 fil 'I{ ) ＇：しこ切 H庁l仇 f川、:II，殺人ふ；，i；、んの影響eこ；11来する現存のさまざまの諸tliJ

jjg資本ヒ j'~7;t;[i司er，タト！＂＜IIにノ出足－J＜，ここ企fli,ff-jると二九 ;,11－，日） ~；ひ： L '・ ・t比l'IJ:c おこ t(-J亡L、心ために，かたりの

にあり，換JUllf，資本i譲先進副主11：：発Ji,ぶ金上；U';lJ，［と ；に千！；＇｝］ 合イJ-P ごおり、従来のli/J究にあき足んすlこ「造

' t' ＇，密接た千 j"機的関連れもとに現代資本 i；や構成！ : Ji I十るか／： t）でli-1近付;r/x:jれたラジカル・弓テンアメ

L、ノ：、とすと，1下、本山Jな認識を指JTiliF心二土ができる＇／！ I 'o I) 1Jニスト；ilirn_(Uninnof Radical Latin Americanists) 

この並木山jな認iかI)＼，と；l士、ア rリカ’相時二［：誌とう f •II 4：ι， Yランケを高くよI＇価してし、る。
Lア／リ力imq の政治的経済的関係土L介被lι（.：1it＇！と ドj\~j C は， T長代資本i義の a主要構成部分であ；~ラテ

1 プヲカ，；／］「｝はそれ子ラン T ／リカ研究 t,， ヰ在民きザて~ ンγノtI／カを全体としてどうみるかを出発点として念頭

t：， かれれに工どi品辻、JO{jcにわfこら子ろ＞ r＇リカ俳句 におさながら，析しレラテンアメリ b研究という，：fi:1広で

のなかて このなかには他にラベトうて /JamesI'd c1，ブうンクの研究tこっL、て，かれが提起してかる二つの
T川：，オコLナー：Jam出（）’cormけr人ノゴ ’シ (Jolin(;.,. 11',]h'Ii －先進資本主義諸i司と11＼開発諸国土の関係を取h2:: 

r川、i），コ J 'i ,'7 p / 1, （いmes]), Cockcroftl，そ dl(LJI点、 j <:, fl[!J命土‘従来の五月下EへのJJrtrJ－一一にそって， そjしが
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Ⅰ　フランクの発展理論の概要
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その論点どi上、以内、料山川1dl?/1li!l）；への係]Z:(1'.J/;t:,1:,

けiEノカルア γ一〕、タト1£1資本の支門己， 太u也｝折{f:i,i],
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fじの二4とうと1,,(, 生rl＇（；諸資 i'日（（））1ミ千1JIH,fl〔！耐｝：‘ ,<iと長lf;JC)

l存丘二の拡大， f七、；~,, :ut;f;r1＇；イ；女〉と今｝守、 ご1'i:, r /" 

力が｛江llH4をと·~iLて＇，＇心さ 0-l:Xttr.諸持決it, 1u界資本

i：誌の内的矛盾とその杯史的民日刊に上ノ Ctr-んきがノ／こ

ものでふり， 七九；，JJlJ11lfJ発の諸特徴を資本i1W1tdL~ 

:',fl托cT)('t' ｛ヒiCapit礼Iiぉ1development円Iunderdevel<》lい

mcnl）土しごf.'Lill'-, : J、n会 i-:；主恥（！に上ど，Iii：伴氏本l
l主（fj,fljlj〕;1,.C＇川司百脱そも－） て発！？ふり政司王す；：，け、め

どう J 力：レtc1, 1〕 C,h ;:,, i士l'o 

ブ ’Lクυ）l，主イ三（めない命,i:,U上， 子IJ＇て ; ' c-,¥, 0'＞説。守Lと
(i'.Ji:I［’吃；土問こす＇＇； ¥IL 了J;:J!Fr,w!, /), こjI fそ’Jンア〈

研究ノート』F 品－～v

i} /J七（本仁〆l＼、 ct妥、＇： ? ,:, Lび）l: Lてj1J;j；：しごいろの

ルイL i二.l:.!UI, 111：界資本i災体；I，リitlSIII紀にヴ 1 二ス

／、ぞの；nr,1111iがi也1h/iih',E1nこfffi業綿子。fりめくんす三！：

;:, t I .tり、 ［だい；.：＿ ~·λ·~l: 1'1~ んをき i主んで 1＆ ιL /-_ i'. l 

1 、三、が， 資本｛：誌には、 つの），t本i'r；二千f行がfr{iーする、
ill 杭流会乗ljぴ｝収千号、 千平熊（Expropr川 iけ吋＼1》pro1川；t

!i'>ll 什iFconomic Suγl》！日行j

にt 111,L、，，Y,;'.11, J守ihUll¥l,{UlうrJ,11,w（～I ，・•！rnpoli，.βatelli 

It, l'olar1zalio111 

111 とfじの／よかu，；主h'd'L（（、rn,linuilyin Chan日じ｝

丹、そhでふる（／＇. 2 lo 

;1'i I JJ:f・.后f:t, 少数／＇［－（＝’l]t 一千i交の lflti.il't~l·リJhおけご

iイ3多数斤かんの「椛済;i)-1¥ilJ(/' ）ン）の収綜・搾i火山

一！（あ i]' ごjtが資本 l誌の11!1ii(;'.J構造内；l.l;礎；，： ti 

iれ i{,'.! （＇）イ－mパ、；：；； lの；f!i'L ・・, t •J f経；Jr:i）；長！JIキ
ド「JI',, Jt/!llJ ., i 1,:1IVI十Yd1～ .¥ !: ,"; J. ,j）「iをにi • , S:1't 

れi；リに！II：＇！よ， 1i；こはりめ； c',¥ f ! ；；，ことに1!1~；；ナ＜， l~lf?

fふ＜， j f仁jパ、Ill：＇伴氏本 ihi:t‘上－n111;:i',Y.1には、 ；！じjl/

I・(; ,:1,,1二、r,!lili(I¥Tctropoli日）とfJ1.IJH1/'liJのi年JJ:i＇比，J;,£ ( J,・.j 

,,Jiq, Satellite) 1 ;:_ 1}!,vdヒL' ') ＇，、 E低111J1c;1i.1九ltl¥i二、

1l1LJU_1, l也JJ』巨（f'.Jh'i＇心Jlli iぇi''fJ'iJ.＇：；、う井、よ：九 i二；〉

｜山tflつ、士山う汁か（ヒグlS:t'i_o,r号F，＇~t.;t -c,IIIW＇氏本 i誌は

J のりIJi え小 Sl'i し＇ 1ifll ＇.，｝六［；旬、 i 二 i存二〔ペノヘ rr~.汚余剰 i

• 1,;a; I. ・、L、にItうiしiJtli:J,7"i'・L、fffliiJtこi、－c;,)'; ;Ii L仁LI• 

l今：び，Jt!I'，の:l'l'l:t~千υ，"f 1,~if,/JJ) ；＇司＼！＂Ji人J:tl，，ぷ；＇1111"]1:',!

: j, fr{I Jノ：， t 二C'll!flii'、そ昨日！l』i'(;l.:/r¥U、,j;,'' :i;. (, !, ,-'I I. 

，；，心1,1,,1j(!)／；，〆 I －；•γ ーは，そのjfrj:fi，げの’ぞ itD I 

iJUiilitli.Jに｛：サボりLJ:k、に協力i;:,l~lif、キ i'(''Iiフ／l,> 1γ ／ 

ーとノ勺1/¥Jf二（)IJ/1',二、 ~，， Iこす寸ーんでニヅ）上う hl~Jif;i.t,

it・:;,:: / •> / :iγ〆一 民業／n>' ，アジー ！見l(; . 
’・；；・｛，励行， どすーみずみに主ではりめぐん、されるハこの上う

に、 lfu）成l下j，経済1，~lfi}JJ昔；till ”i問，そ L て階級（1（；（，ニー Jす01伐

の環小先生同カ‘人iH:t増発Irサのすみすみに士で・，／（がって

いふfこめに，先進国が繁栄すれi工するほど，低［！日沼山主

・l:すt-n:i,:しくなり＇ l1l域1YJ・ fl：会（1(JTンパラ LスiJ拡

大十／いこの間係を 7 ランヴはMF(J也（i(J(colonial）な関

係土れ tTl, {Jl;開発同内のこう Lた関係を母国内植民地

仁：？~ (internal cけlonialism）土も上んて、いるが，この上

りた関係l士先進｜王i内部にも't・ずるとしてレるの：来日の：T・

J1'I；土，%f1 , 1;B 2の矛盾によって倉1J1Uされた「構造j が，

,R.商 lri，産業資本主義，帝同主義，すなわt，、資本j

iをのH竺史1'1(Jなヰrnそntll¥!fき三；Eじて R:してヲr{七Lf仁U、三 1＆ 

了竺 L－亡し、石の
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四研究ノート

竺れを目主史／111展／｝¥lとしてみると、 ill:W資本主煮付、：j)l]i主， 中心Kl：可JJ-.来月んf'-/ ![sジョアヅーにより亡ととごとくっ

!GW紀にスペ Jン・オレトガノレ， 19111：紀にイ子リス， 20 ぶさhC，モたこと， 17世紀ヨーロツパ大不況，ナポレオ

itt紀にアメリカ，とその中心都市を形成し， 4世紀半に ン戦争，第1次大戦， 1930年代の世界恐慌，第2次世界

わたってラテンアメソカ舟周辺地として従属き廿、経済 大戦等．ヨーロッベ資本主義かt》の一時i'i'Jt.:解放のII年邦i

j涼Iを吸t:z！：ペけてき～その子i,[i 仁資本 iNJ）発hぐ に，－－ －／にのドi立自CJな陀業の発IJ（がみられt:tJ：，資本主義

↓t断に1,l：じて民な＇＇でさた。 7主ず＿mtritiJ：告の時代には， が］lj侵川してくるにつれてそれも衰亡し，国内の不均衡

中心部iiiのi将j人伐イ：／：t1¥'fi業1:f,!fi)Jo> ii11 i'i企式加として，｜戦 と貧閣内情の分担面化が進行したこと，このような紳に L

'f1, I必隷狩，，、い隷労似；二 る鉱iIi ・ •l1ii ll 〆ラ fーショ if.C,)Uよかった1I 1正の高度の経済成長，さんに現在，

／ず）紋付j,,L 4等，活必な；，jC・J下ブJ{r-/Jr先立に，ヲナンアメリ メリカの資本・援助が流入するごとに流出する外貨が湘

力のインヂィオi'.I会を桜底から破填し，かれらの利益に 大L，対外収支の赤字の一大要閣になっていること等々

，＇，討するよ－：， ：：根本J'r'1；ご f企えてしヒいもfi民地行政諸務lj

'lびノ導入に上 υて，か！＇l,ι却の利益に命致する勢力 Ci街業

ブルジョアジー）を創LUL，貿易関係を通じて，ラテン

Aソ力仕1!1/iil＇，経済 J ' '_ ；）、草しf二～ ,1/業資本、誌の時代

,c，産主仁｜ー業） σJJi!:、「1，を武岩i；三！てr-j:1心街＞di，土， J, 

:ifi'v ＞小商工業会~Jh淫 L，ラテンアメリカを原料・食版。）

jl',i(,J－也と｛じ：' ／：。 1]111 ）ーロツノ｝川'f業化σ＇；,x_J JJ＇土ー

r一ロヴノ＇ I 11＇，業本 j,)I ＇：もに現 ｛1（ソ｛氏開発.：rn,,！の槌K
JllJ化に依存してレた。J:/t 5）また併問j義の前半（20世1:

＼＿，，； ι仁めえザ）は， Fi(:・yの独，fi、ii之τ，；こit J 1：／，日のltl!,1
，－よii；器と i一、山本の1(1，＇，＇，＞とおし二経済余手 1Ji：収奪し

℃さたのこのJ告↓支｜併に JU1過することは，そh1Jγ，Ii'.• ｝；：ムノJ(<'. 

'/'f吹としアう常i業iこ才、（ト；＇， :F ~~~fuit'.:: Jfiをj:_•J{/: ff生J::L 

いたこと「.＇. -'So '. / Jト，pて円下 Lアメリりは‘ I Hi 

Ill：紀以来， -nしてjlト作資本i議（1,f!Jljに組み込セれ／：資
本i,MI：会 Iii（；！℃J て， そ0'>{''/1,'ぐあ；：＿Ji/UO也i主主

11 )J'i；取1.t；~ノ t：わ t",i 、 J:.+!t と 1 川 F搾llil続出）形態泊‘

俊何r.i''fi化のわいlに発)J（してきた。
ぞれゆえ， ご，テ←ーメリカの｛氏た俣の総本町内；土， 1)1・

l伴氏本主義 lゾ）ijl心部1:1h，ラテ1アメソカの1111(.t''.I・jlj

f五l'r'.Iな発Mを押しつぶしてきた結巣にほかならず，それ
に対抗しきれなかっ允内部的要凶は問われねばf仁らない

ーしても， 什：uこ流相i・: ,j Lてヤるよ〉に，ラ －i＞アメリ
カにオリジナルなものではない。ラテンアメリカは，二二

進社会でもなく，封建的遺制も残存してはいないのであ

〆ム ii7）。

この世界資本主義体制にひとたび組み込まれれば，社

会主義革命によるほか，発展の可能性はなく， 19世紀の

初頭の「討！,/.Jにもか品 aわらず，発展しえたい理由もと

こにある（注8）。この理論の正しさは，ヨーロッパ資本主

義が侵略する前は，ラテンアメリカは豊かであり，侵略

'¥ .1，るに／）1Lて小工業・船舶等か衰亡した三と，ラテン

7メリカのt；円リ的経済を是正しようとした政策・運動I:t 
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の諸王！1'JUi<aE明L寸入、ると，フランクはャうの

そして現在ラテンアメリカを低開発の状態にしている

のは帝問主義，それと利害をともにしているフ、ルジョア

ジ一、ふζ〉から，；＇t,:命家・農民・都市の 1--w；労働者が；
体と t('I C, l(/j＼：：フル、プョアジーを当面の敵として攻勢

に／I＇，るべきであるとしているの以上がフランクの発腿埋

論のr:YiJi i.i：，：スケッ fであるが，このようなlit界資本lJ主

体制トパ綱のIIに組み込まれたラテンアメリカを歴史的に

分析する方訟をフランケは「際史的・構造的接近jとよ

ひ＼ -i 'i Lアメ I} I; （；，全体と L亡みれ』仁川在のラチニ

アメリプJIi若国のfl¥1には，語、なりの桶還が必死） C, :/1,うるが，

それは併｜刈l義との結びつきの強さ，あるいは弱さとし
て規約一｜ ＼きでL勺ζ〉としてし、ノコη

かれのJli!論は，イ； 1とf持jに1.t，従来のラ ＇i・ ：.アメ 1)/J /i)f 

究土そのあり --J；とにみIする批判としてIt¥されたという「｜：
十九tcJ'! J 九 f!.I二の本J/11は，’l'i’fれみをfl：続行Lたものたの
ぐ，自li'(i):.そのn!,i0l：その弘二本（1イJ／，ド諭il、，｛｛，：，ifLくみど）三

にしたい。

(i1 I ) フラノ J cl ）主’•，；＇t ，：み注文は， CaJ》italismand 

U11derdevelop111,,nt in Lat in America, Histori,・,d 

Studies of Chile and Brazil, New York, Monthly 

Review Pr田s,19157, 298 p. C以下 FrankIと闇討す）

と I.atin Amcri,・a: Underderelopment or Re-uolu 

tion Essays on the D伺 eloρmentof Underdevelop-

削 4ヲntand the Immediate Enemyー， NewYork, 

Monthly Review Press, 19的．〈以下 Fran是IIとIii/I

寸〉に収録されているが，かれは多作のひとらしし

まとまった著作‘にしていない論文もかなりの数にのほ‘

る t＇ぞある。

( il: 2 ) Frank I, pp. 3～20. 

（注3〕 経済余剰の収奪関係の鎖c7)中阿部分は搾取

者、ァふり被搾Jfs:r, .cいうことになり， l /~ がって l,',j_1:1 

刊の「I•心地は，発 l長に限界をねつ。



Ⅱ　理論の形成過程とその背景
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( d: 4 ) Frank I, p. 15, 

（出5) Frank II, p. 176. 

(ii：‘6〕 FrankI, p. 3. 

(ii: 7〕 これらの”ffIいt倫i川立i,t~~ ノ）発 IJ(Ell品への

批 111）節で明らかにしt. '・ . 

(;L:8) Frank，加ln＇.，、（ ~－，叶｝じpcnrlencia eco泊 ni-

山、ゅtructurade cl酪国 Vprditi心いIddesarrollo en 

La Li uoamericano,'’ Re,•,sta :¥fo:ic,uw de Sociologia, 

Vol. 32, No. 2 (Marzo“Abril 1970), pp. 229～282.こ

れ：土スペインか「，！：ILi'！：し fニものJ), h(il¥'.;J也il.'j代に定行

した社主経済11,1X'iがそのままイギ ＇｝ ス資本 ti主にとリ

こま jL て L 、っ，~ことをさしてし、るの

II 理論の形：A:：＿；，目:f＼＇とそ，／）背景

りさiるに〈二れは， f後i住［1J/1日，，，：，＂ト ｝れも f窮乏f凶t

0i)，，命lのラテンアメリカ版ごある｛ 二レ’〉資本主義的低iJ司

王sit？，~；主，マクロ的であるが、かれ九‘三りあげたミク日

のテーマにもくりかえしあらわれているテーゼであるの

この理論は，かれがラテンアメリカにわたって， 60.fr{己

の後半に形成したものであ告で，さま~·まの曲折を経て

いる。ここではその成立の過怠をi白4先してみたし、「

ト ラテンアメリ力研究以前（1957～60)
ヒ｜かれがラテンアメ I) 'J (i)Iーだによ、tfこ経緯か（，／主仁

山 l、－－1。フランクは1929'.1-<・し 1）ン U) 'l・)l,o 1957有三にシ

'; ( K学で学｛立金得て以：！え. !' ｛すり：Iowa）大学，ミ

／仁州立大学，ウエ1> （＼九7ι1yn，・ι）,!. 

，共を講ずるかたわら，ホゼリ、ソア（BむrtHos el i tz）で ff

名な EconomicDevelopment andι咽ulturalChang＂’ 
(EDCC）誌のスタップならびに寄稿す？として協力してL、

る。

近代経済学者として，かれはソビエト社会主義の経済

II~ 仇とりわけ「組織」川rganization）の問題にまず関

,C.、七寄せている｛注l)0 「［むの佐会(1:;IJIJI、での組織につい

lごし勺j’解を深めるためにJ1l2, •） η 経済組織が [l

十！？！士＂止定し，それに到達－ j-.c:, /:. I／）の（，JI！！（均な諸二F-1'1を絞

’t f心というた「伝統的な怯近と（土＼＇＜＼ (f ＇てJ(/Ul, II 
様があいまいで，しかも構成員の行動係式に材、？すノ：＇.， '}) 

おがある場：，の組織論ιソピL卜のj'i1J合素材とし， i’｜
会心義体；［；1JI、での意志決定と経－~，；Wf1Hにおけど》怜：戚と柔

軟性の問題，党（指導部〉と組織（firms）との聞の集権

化と分権化，資源問己分，労働J芳、欲，技術選択等の諸問題

そ！，II究している。これを基礎にかjLi 仁志ll織上の変化（集

111化）が経済成長にどの主うな役目を 1,itたしたかを，ウ

研究ノ叩ト

クラ fナの場合の実証的研究もおこなっている。

1960午以降，かれは後進国の経済成長の研究に若手し

ているが，その基本的着限点は組織の側面であるのかれ

は経済成U:を促進する要因として， t支術・祖滋・人的資
本＆－ i目見L，経済活動を調整するもの土して，従来の市

ぬのケJ型的な機能に信頼を寄せふたえちーをj比千iJしこれ

に組織のえカニズムを対置した汚これはかれが，現代世

'fi';J 1°17c¥J&l毛（1甘iこではなく，不i主統一0:fil:!/.llil'ドjにfft'Jくもの

とみていることに由来している。かれは，経済発展の方

1,',jに人的・ l当然的資源の潜在的可能性を活－用し促遣する

，－組織」をもっていない諸国であるとみるハーシュマン

(A.け. Hirschman『経済発肢の戦略』の低l摘発国制に

Jl<1ぬし，いわゆる不均衡成長論について， 「もしわれわ

れが iJ :/ ;' !J；℃を好まないとしょこんJ'.ii -1）とi以屯して全

!11i r'l'Jに［bkL. 「－…；tii:志決定とおi私立；こっL、ごび〉研究？？

: ) ：士， il/1/iriこ組みなてられ，広く

,,/¥ 11 t'iv) （，辺的な迫求を．．．．．．望tしいということを｝狗提
ιL /::.f去J'i.）；法は．．．．．｛忍i渇発！翠v＞分f/1一才手主びH支策提言に
とつてもはや適：1iでなU、という凡解にまナます近づいて
いる（強』澗はブランク，以下［，i］じ〉」 Ul:5）と述べているυ

その後かれは，経済l戊長促進要因のうち縫盛要なるもの

は I人！日l的望書凶」であるとする虫場に移行し，教1引交'ri
’JI交／おとし ζ」主主泣する方向へ製＇J'－てL、J てし、ノユ lit6）。

どがこの＂ ill寺かれは，政治的見解と加i't'-Ji（日ゐのギャ

' 1に悩んでいたようである。かれはj/ltfft'J的h中産階級

川 I＼とあいIE7)，シカゴ大学の経済J'M,l命の L任教授が，

l'iid'.[ J）大統領選で，ゴーノレドウォークーのj正済顧問と

なったことを示して，「私の研究者としての形成は，アメ

リカブルジョアジーの最も反動的な一翼のそれを背jは

としている」（／18）と述べている。しかしながら， 1959年

のキューパ革命を，その意義は理解できなかったが，支

1'i L. N奨 i下）1ょ見解をとって缶、／ことし、ろの勺i時， f;私は

知的なfi'iH＇＇！｝裂症であった。政治的、り坊と知的・職業的

公為土合切断し，科学的理論はー・ ι）売りのものを受け入

)l，政治的＼l解ーは，感情と個々パラパうの・J;:'jミとに立御

（よし、fム打、のj,i］僚と同様，払（上リベラルであったj

(iiリ），このギγッア1をかれはやりかけた低開発m研究企
ベパ） <'l.lくこと（＇y,<;Jlfiすることになるハ 「そのr，にfu＇（」、一J
〆JEL会干｜白，‘戸（／）凋1tを学ぶため，社会的・政治的により責

任を持つため，そして低開発国の人々に，成長の経済学

が何をなしうるかを語るため……政治的中立性が科学的

存純性を保証するという社会的無責任，似非科学的科学

1: Jふ政治jj'.J反動を擁護する・・‘リ J、ラルな！I:!-
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'I＇心部 dWJ¥iJ克＼：放棄し C 低 IHJ発問へ行かLilt「，
なカミっfこ」（／l!O;o

かれが↑悩んでいたのは，は t》きり」、え1-0交付，(1(J _it:｝もJ

（価値観）と科恨的認識（存観仙〕の間j越であり、今fl

(1当にいえtt 、／1）ドifと研究者のあ！）んの問題でふヲ 1962 

,r-，アカ子：＇ 7な正統派近代経汗学者の ｛., - ノから
ははずれるフランクは， 5年聞にわたる＇.／ 1:11）近代経済学

背としての立場と業績とを放棄してラテンア Jリカに波

》た円

2. ラテンアメリカ研究初期 （1962～るお

ラテンγメリ力Fフランクは， yラジリ 7大’／， -r－ リ
大学， Jキシコ｜刊）＇［.I'll介大学等で経済学， it会午：を講ず

るかたわら，ラテンア 1＇） 力研兜にとりくんだりλf削 ithly

f?m•iew 布、に－，~：’ f,:':1 しは仁め：－ 【！) ! Ii！，｛ド,kl;・r,-_, ,v1 

この時jリ1，パ ryンアメリ』.：：,1)・1，＇，坊を簡単に 1%1よれ； J・<,

：：，キューパ南町命の衝撃が主まざまの波紋をf怖いたl時的l
であ，1T，版業の同千f化，農地改革，社会u発化：6:it,
／ラヤ・ヒ 1-'J位攻事件，そしと災ソ対立等、 干 vーパ

三アメリ＇J','1','IL!i；義とのみトu1:ffi点tこj主Lf二l!'fJ日Ji二｛日討

するn この！こ，：－／，）テンアメリリのど舵階級と行刈ιi,1, 

干ニLーパ当！！の前命を未然に防JI：十るため（注12), f>l F下、つ＂

ング・テソレ・エステ憲章をもとに「j隼jじのための li,Ji,~L!

と発足3行、 r:';J也改革， ラ「／ ぺ I}-/Jのが｛斉］－／；九、純

:iii］改革， H1ll',Ji!J等を，経J年，；/jlj•＇.と促進さ｛i -:, J1; '・/; 1:: L 

て実施ずることを取りさめた。

キューパ指命は，反帝国：L綾闘争全 J山住めたものと

して衝撃的な＇／＼＇件であった w そはfィしかであ；；：，f品、ザテ

ノアメリ力の;I，資陣営に対：、／／＇， i;i，の戦略・戦術をめぐ

る問題のi耳険JI土提起した「これは， 1950今代τlミに露呈

した国際共産主義運動の総路線をめぐるいわゆるt-j:lソ論

争は， 60年代にはいって決定的となり，キューパ輩命が

武装闘争によ C遂行され、 = C');!/]i程で人伝性三党（キ
1 ーパ共辛党、lが指導性を必揮I－えなかったこと企n己
批判した＿：：， 1~ ,,1 n，も重なヮfニとめiι，ラテ＞ ( / 1／カの

左翼陣’討にと＇＇ては特に深刻な色彩を帯び、た内

-tず：；y：命のIi僚について，ば帝｜司L：議Ti,封也氏/j!,；ヅル
:.:・ ,, －－，，－革命／） ', .'.-JるレlHie'.', i＜；セ，，，.. ：命かの，／11，，やがふり，

l守II革命／J'iii.，仏，＇，＇，＿命かの論＇ fl＇トic.＼ ~L／；こn /{(ii,¥'-

ーパrJ.fもアルゼL J-L，パラグ T {, ドミ二 ／J, : t 11 

，ビア， コニケ γ ド／レ，；）；リビア， グァアマテ，，S::t、ズニT二

ラ，ぺyレ一、ブラジルなどで唱ゲリラ闘争として提起さ

凡続け，の九日〕7テンアメリガi主：1；機構（OLへS）て＼「茅
命家の任坊は11',:f「！をおこなつこと？あるJcし亡μ主義路
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絞りらけるキ ；Lーパ！t斤滋と，平和路線をJA長するノ 7

ンアメリカ各国共政党の対心：としてあらわれi/U4），また

党と官i'.:¥J；：との関係やグリラ戦争を論じたゲパラ， ドヅレ

の111i内論もあらわれfて弓

て， 60年代のは仁めに「第 li欠11ヰj主開発のlQij二

点、提起され，低凋発諸idの経済成長の問題が国際的なた、

点となるとともに，ロストウ流の近代化論が議論され，

の九の64午には国連貿易開発会議が開かれて， 「南北t/lJ

:.'ii Jとしてブ。レヒノシ，＿J理論が網1光を，））びることになる

の，t；己tl¥1こ新Lνη

乙のようなキーL －パ＇~~命後のラァン f j リ力の I革命

1'11,Ji:':it引例」 1_/1:15＇に，ヴランクはラテンアメリカ各地を派

し現災にふれる機会合得るとともに，ラテンアメリカ

ハオ、はたれ：会手i予行‘ ECLAの丹市済’＇；＇：）＼との主 1げl'J似Ire
士l1,Jjil'., I＿たn

ラテンアメリ力でかれがまず論じたものに， メキシニ1

:.'1＇，：命，段 l也改革，経済統合，経済機助等の諸問題がある

う－：， = j,しらは1笥i,f,n 支配階級が提起しと発展の諸政：~1に

k-JJ,1し；I, iヨUl主義的改良を志向する，、子行が支持したとめ

i二、 ¥- Lーパ革命土色：'.ii［におきつ， ）治 I／；：政策批判をモ

の料jlii(としていたの

すItわら，経済統合につし、てかれは，｛氏い経済発肢と

’，i;'[k! ; ；逼へのおばのf;f),,t!，の点で，二F片；，，－ jリカと EEC

と；t'/Ur.り，歴史iドJiこiij)誌の拡大i士、地域的延長よりげi

貸貯の所得増大により依存してきており，ラテンYメIJ

カでこれを実現するには農業の構造的変革〔農地改革）

による生産力の上昇が前提ーであり，このことぬきの統合

i J:アメ リカ資本』こ奉仕するだけで，失敗すると批判し／こ

(IL Ii、勺亡こでかれはその農地改革を， ト…行政Eぬまた

は経済的過松というより，基本的には政治的過程」（怯17)

と規定し，（1）教会，地主等の保守層の自発的な意志によ

る政治的変化ぬ主の改革（アルペンス灯、？をのグァテ7 ヲ，

ぺタ〆クールのベネス Eラ，さらに Fリ，ベノレーλω

既(r,n1f.f家政治JI:［，，］（｛，：ニヲ疎外された農民を編入させと〉

もので，ラテンアメリカでは，キリスト教民主主義者，

・Jl,ir守主義一行ーによって提I怜されている改本〔カルデナスの

' ,i, > j ，γルベ／ぺのグァテマニ／，）一！’Lのエジプ I-),

（あぶれj今、（）i沈fr>JJ秋I（てのものを（c'.'-J'.l，＇ト〉線本が Jk'it,,•, 

J一る 1,(j) (<1'114, 干 Lーパ），に類型化 L, (3）の「社会i

義的変存をともなう農地改革のみが真にその効果を発揮

し， 'leたその名に値いする」（注IS）と結んだ内

'f ！ご Jキシコ革命lt，帝国主義と封主~；村ijfこ反対［て、
ノノL＞ヨアジーとi呉氏によって関われた／ノレジョ T革命
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＇／こと iI/,I'. 1. 可 ！！日J也己主i(,タトlk!・ti t、山11、ifJi仁1{ ¥ 1111) 合＇ / ＇）り’心 11，、UJおこ｛it!,'l!,'.-Iニ資本iN，諸1,,1であるとみ
f；』J 、＂~、 ，｝

巾lkli i¥芝；土11ト込：舌L' 大 l:J也？リiii巴；j!J{, i反／，日し J ノ.）辛’り， こjlにt、ILてIU:rill:Lc今翼d宝f乙；t’な4 ト口L’Fの7Jl:!fil I 
iん， i,i 1cJl ( en 1° Ii＜、とし一Cc'l '!' t円，｝（司；ゐU>i1',1I占に失W,eL亡

d己二とセh，き h『，，うh；ニ！＿ム：'Lυ）て｛；む、；I' （＇，う夫［けがえ lンコ を了J甘；潟L，それ；土・／7レン； lアi亡＿Li義革命であり‘その

if i;fJ；二r一
千 J γ ） ii －りXf:可て山モ干、，； fこと L一C守 i jf jじJ、／二め，，，1,.J に，－＇＇、ど ! JエJゲ（大－u也所千1、）の（＇ド）長｝主 E的Fト今~ r 
'i,{11 ，『 ltfi~C' 〕／め、キ！ーハ￥命に＇..：＇J:I',' L J二二とへのk ！山手を，11被L, 「帝［可七英ど封連：努力の［，；Ji:Q_J下にある
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copilacion de tral,ajos de Paul Baran”（Rescfia Bi h-

lio日r五五ca),Econnmia y Desarrollo, No. 1, 19fi8 を

ノ＇ 0 

(!L:12) Frank I, II, /j:，文。

(ii 33) 独立社会主義者が新左翼の4 潮流ξあるこ

えb:, , .lfr ；，一度＝i')tt;J;iJ否定論呂とする傾1,,jI,あζ》よ

.・, （ が、 これIt；；を ＇1ごぱなし、。すこ）えLf, 、プレにし

’i, ' ，、，じ ρ，：mプ・JY./J〕一郎 f 「 li?JtlU を，：［~めアい

l'uentc, Luis clc la，“The Peruvian Revolution: 

Concepts and Perspectives，” λJR, Vol. 16, No. 6 

(I¥'ovcmher 1965), pp. 12～18.をみ！の

III 従来の発展理論への批判

I. 左翼陣営への批判
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と呪実の革命運動とのダイナミック；；，のなかで分析せti
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うであるが，問題提起として提出しているのがさきにみ

たかれ独自の革命論であるのかれはそれがどんなに逆説

的であれ，自国のフツレジョアジーを直接の敵とせねばな

九ず，そのことを通じてのみ，帝国主義と対決しうる道

て点〉ふ， ど主張し－n、る（注1(い。

2, リぺラリズムへの批判

みずかじ－，の発展理論の確立とと十にワプムクは，発展

日｜！論i二おける自由主義的・改良は定的潮流iニ対しでも精

力的な批判をおこなっているのその理由は，かれによれ

ば，それらがj隼歩的な外観を思しながら，さまざまの！可

tmを通じて「文化的にもti/｛民地であるJ1l'lll発民途上諸

114に，先進諸凶，とりわけアメリカから輸Illされ，流布f
ぷれており，これらの理論に法づくl政策が実地されれば

I悲劇i'1'Jん結果をもたらす（？、lむのは11；二λており，...... 

，；－，ハ 1--1ri11t＇）な意図にもかか i,(,j, ；~：！；＇｛件！U:均な帰結が

1！統［11］保守派のそれにすJ,,・J'J::AIJl'i'.r：、冷｝る_J(昌一13）か
一一－ーふ ， 
' ' C －プ， ! ) C 

かhLtプテンア jり力i士資本主義／1',,Jーとあ勺とする独立

社会主義者の想論的基礎を提供したため，その理論は既

成左翼の見解と対立するものとして強l澗生れることがあ

るが，すでにその形成過程でみてきたように，かれはfl

fll L義的な研究のあり方に対する反発から出発してお

り， 11111 i：義への批判が最fl]/J, 1・ 》 j;'tl円、ることに注

J十｝必要がある。

かれ 0Jj比判のー伊！として， こfi上jj、：＼ifかれがスタソ

Jふi（， ひ？に寄稿者として協力し たこ土グ） f>;どp Economic 

n.’，・，・lojリnentand Cultural Cluu11-;e u,; nCC）誌を中

心とした発展の紅会学｛住11）への批判を簡単にみることに

するの

発展の社会学の潮流をプランクはナッシュ（Manning

Nash）にならって，（1）先進国経済と後進国経済のそれぞ

れの灯じゅ特徴を理念型として地問L‘？を？？ーからf]i）者へ

の変千五rtransformation）を発展として一考察する gapapp-

打はじh, 12）経済発展は，先進国が， h総 J主術，組織，

• /1同iii古視‘資本等を輸出し普及3せーることにとって得られ

ふとすヨ di鉦usion出回ry,3；ノj、さな！U,;ii,を立て，その

役も：ljを政治的・社会的・文化的総体のなかで発展を促進

jるものと LC分析するもの， H-Wt杓には心理学的接近
がその典型，の iつに分額L，それぞれにつL、て，経験

的確実性，理論的妥当性，政策としての有効性，の側而

から検討し，これらを全面的に否定している白

fことえ／;I:, gap theory -cあるが， j、！二けッツ（Bert
l loselitヌjiこみられるような，先進N 待i兎主義（uni-

研究ノート「

vers日!ism），業績主義（achievement），機能的特性（fun-

ctional speci五city）；後進国一←特殊主義（particularism)

帰勝主義（ascription），機能的拡散（functionaldiffuse-

間関）という行動様式の相違に基づくタイプわけ，そし

て後進国は先進国の特徴に接近することによって発展し

うるとする見解をとりあげ，とれらの特徴は双bにみう

けられ，なん人区別の慕準を構成せず，先進IJ~の特徴を

体fl,IL亡し、るといわれる後進国の「中産階級jも現実に

は現状維持・反動的な役割しか果たしていないこと等の

例をあげて， ?ti:想的で現実離れしたものとしてこれをし

りぞけている。この gapapproachの系として，ロスト

ウ流の「発展段階説」をあげ，伝統的社会など今日の世

界にはどこにも存在せず，第2段階の発展の刺激たる先

進出の影特iE，丙産党資本主義による侵略， 1iU民地｛じとい

うj経由主’才s.t_；，、がくしているものぞあり，ユートピアに
:ii台、 l二述ぺてし、る。これはロストヴ流に，資本主義の発

出段l杭というかたちで個別の国・社会の発肢をみる立場

iこ品JLし アフンクのように世界資本L.義の有機的な拡

大として歴史を考察する立場からの批判である。

第2の diffusiontheoryに対しては，先進国は歴史的

に自由貿易の原理，資本，技術等を輸出してきたが，交

易条件の悪化，資本の流出等というのがその帰結であり，

役jif{1,1J-（搾取し亡きたのが実態であって，士た自由.:iE 

Jを.J亡j:jゐ茶土L、う普遍主義の名のもどiこ，先進国は，

そのtJH也的利潤の追求という特殊：ti主をiを；ig同に押しつ

けどF!= ,l・述Jこて，これらの歴史が後増凶に｛J1開発をも

に，， L tこのど土いうことをみようとしない皮相な理論で

あり，政策としても誤っているとしている。

また第3の心理学的接近，たとえば個人の内面的な動

機づけ（motivation），企業家精神，プロテスタンテイズ

ム等が発展の契機だとする見方に対して，それが環境や

歴史を無被L，社会的・経済的・政治的変革の必要性か

人関心をそんさせようとする反動的なものだときめつけ

てL、；：，。

これじを総括してフランクは三つの接近方法に共通す

くB欠陥として，低開発性なるものを低開発同侭有のもの，

すなわち先進国との歴史的な関係とはかかわりのないオ

リジナノレなもの，伝統的なものとして把握している理論

kの前提を指摘し，これらの理論は15世紀以来の世界資
本主義の低開発閏に対する侵略，統合化，搾取の事実を

みよち左せず，現状をさらに維持し．帝国主義の侵略の

本質をおおし、かくそうとする反動1Y

〈己とJI難し，これらをかれは「帝lkJ主義者の衣装J(em・
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peror’s cloth師）とまで極言している。

以上川上うなフランケグ）tJt fl］の基底にあるれのとし
て，次のことに注目す乙 i巳、要がある。すなわら発展の社

会学が，先進国の経済的発殿の歴史的経験から，その発

展要因を抽出し，さまざまの側面から低開発閣の現状と

の比較において考察しようと試みているのに皮し，フラ

ンクは，先准1£1と低開発[;islとの歴史的関係・経験に焦点

をしぼ，，て枇叫していることである。

との立場lこ立って，フランクはーかでリベラノレな低開

発国研究のあり方にも批判を加えているのこの例に次の

ものがある 介衆国にcc主日（憂慮するγゾザ学者委員
会）なる浩！ぇ手者集団があむが，このメ／「〈もある

べFレマ〉（（山γaidD. Berreman）のほか2人の人類学者

が提起した人類学者の社会的資任についての論調を批判

的に論じたものがそれである（注目n その婆旨は，かれん

が人類；寸の背任を提起1三ことを評価L，，.、t，人類
学者と L イ川主，価値観、 1,1， ~f；，科学，才川、び乞化の諸

側面が社会の構造と密接な関係にあることを誰よりも知

っているはずであり，みずからの知的営為に悶執するこ

とによって，みずからが騰する社会の解放運動 (libera-

tion movement）に参かする守ζきであるどするものであ

る。すなわh 低開発同の人民学者は，みずか「》の社会

の階級構造，文化，個性（personality）が，世界資本主

義の植民地主義的，新植民地主義的，そして母国内植民

地主義構造ぽtってどの上うにゆがめられ一（＇. 、ろかを分

析せねばなl二ない。こ,J）ことにおいて先進［1,]（／） 人類学者

が分析し 亡：れると期符するの辻，帝国［ー誌が作：続する

かぎりむだである。そして積極的に解放運動に参加しな

ければならず，それが知識人の責任というものである，

とファノン（FranzF阻川〉などの例をあけ、てU、る。ま

た合衆［＇］；：＼の c＇（・「メロット計匝 1[（ドrojectCamelot＼注16））は

決して孤立した事象ではなく， 「自由」世界のすべての

社会科学は，誰が資金を提供しようとも，事実上，一つ

の巨大な帝国主義的キャメ口ツト計画であるこkを指摘

しつつ，先進国の人類学者は帝国主義に反社し，みずか

らの知的環立を聞い直L，みすーからの知的手f為金生かす

ことによって運動に参加lしなければならないのそのこと

を通じて自己を規定することができるの子あソて，貞夫

への訴えや‘人道主義1'J!r-'rJL¥，寺門家の狭除3を克服す

ることだけで；主不十分であ fべ，なによりも研究と政治

tの関；!Jiを与えることが反要である。

以上が，ブランクの「リベラルなj人類学のあり方に

対する批判の要旨である。このことは「行動的知識人J

!00 

の主張であって，ベトナム戦争によって引き起こされた

i河内の諸混苦しによって出てきた合衆同のラジカル・ポリ

子 fカル・エコノミ、ソクスの立場の学者に続いて結成さ

れえラジカル・ラテンアメリカニストiこも評価主れてレ

ることは，想像に難くない（注17）。

（注 1) Frank I, pp. 3～120.かれには封重量制理論
への理論的な批判，“Capitalismand the Myth of 

F叩 dalismin Brazilian Agriculture，” Fran/, I, PP. 

219～277.があるが，かれの批判は歴史的なアシ品ン

ダゾ）役得jf.)，らの批判凶iが強L、。

(/l'.2〕 Frank，“NotFeudalism・・・・ ・ ". 

(ii'. ;3) Franlc I, p. 238. 

en 4) “（、《＂.lη1江listLatifundiけりrowthi口 Latin
America，” Frank II, pp. 231-247.ブランクは封池

;J;IJ，／詰と二1亘社会J6uとをはとんど｜丘日I］していないれラチ

Jアメワカ r!:;, I l：重社会と f/1；汚れることも.：・， ,, 'J，、

ノランクi土，・＇巨社会ではない 111.作資本主義仁統：.三
れた結果， A 見二蛍社会的にみえるにすぎないωでiあ

って，商業網Z"通じて緊密に結びあわされた社会であ

λとみている η まt・，アンデス諮問のインディオの凶

l ＼；経済への統｛,i仁（！＞問題，いわゆみインディ 1・1日i泌が

ある。かれハがゐ児孤ケ約tr社会を構成しているび＇ Ii

歴史的に， h向上亡者や商人資本がかれらを虐殺 L，奴滋

労働を強制lL，土地を収寧し， f略取してきたことへの

j川A，逃亡； 上り形成されr:i.のとあり，現千十千11// 

川鎖的にみえと h1;8業関係主通じ〈，インテ， 1.十ti；、

：ιI資本主義II企；J
いる。 FrankI, pp. 121～142. 

Ci上5) Frank，“Not Feudalism・…・

(i't 6 ) Frank, ＇‘Not Feudalism-.....”． 

en二7）“Class,Politics, and Debray，” Frank Iλ 
pp. 362～367. 

（注8）“CapitalistUnderdevelopment or Social-

ist Revolution，＇’ Frank II, p. 375. 

〈注9) Frank，叫Class,Politics, and Debray”ー

(lUO〕 Frank，“Capitalistunderdevelopment・・.＂.

(lUI) Frank II，序文。

（／上12) Frank II, IY:文。

(/1:13) Fra11t’II, 1；，；文n

(iU4）“Sociology of Development and Under-

development of Sociology，＇’ Catalyst, Summer 

1967. Frank IIに再録。このなかでフランクは， Bert

Hoselitz, Manning Nash, Talcott Parsons, Everett 
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r ; 2) Taylor, K. H町付／人 fit. 

イ! :1 ) Rodolfo Sta n,n l 1九山fl, “メ，－，en Fallaci邸

‘'11<札11 Latin America" : 1%ふ）, <Juijano, Anibal, 

“Te口denciesin Peruvian Develo1川1entand Class 

日tructure”(1968); Luis Vitale，“ Latin America: 

I九州！alor Capitalistγ， (196品）． 上。氾の，1月論文lJi旬、ず

H i, Petras, James & Maurice Zeitlin （臼I.),Lztin 

1リ，,, rfra : Rξform or N(・ 1 ・oln I io11三 NewYork, 

日本民族性論，往時の大陸政策
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